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天
皇
誕
生
日
祝
賀
の
儀
か
ら
戻
っ
た

安
倍
晋
三
首
相
も
17
分
間
出
席
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

会
合
で
日
本
政
府
は
、「
基
本
的
な
対

処
方
針
」
策
定
に
向
け
て
翌
２
月
24
日

生
の
早
期
。
正ま
さ

に
移
行
期
に
あ
る
」
と

言
葉
遊
び
。
他
方
で
クダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス

ル
ー
ズ
船
か

ら
帰
宅
し
た
下
船
者
に
、
今
後
は
公
共

交
通
機
関
の
利
用
自
粛
を
各
地
の
保
健

所
を
通
じ
て
要
請
。
健
康
確
認
も
電
話

等
で
毎
日
実
施
。〝
や
っ
て
る
感
〞
満

載
な
「
対
処
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

奇く

し
く
も
同
時
間
帯
に
韓
国
の
文
在
寅

大
統
領
は
、
感
染
危
機
レ
ベ
ル
を
４
段

階
で
最
高
の
「
深
刻
」
に
引
き
上
げ
る

と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

遡
っ
て
20
日
の
会
見
で
は
菅
義
偉
官

房
長
官
が
「
①
２
月
５
日
以
降
の
感
染

拡
大
防
止
の
措
置
が
機
能
し
て
い
る  

②
現
在
で
は
ほ
ぼ
発
症
者
の
発
生
が
な

い  
③
隔
離
が
有
効
に
行
わ
れ
て
い
る

と
確
認
さ
れ
た
」
と
表
明
。

　

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
に
留
ま
ら
ず
、
カ

ナ
ダ
、
香
港
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

台
湾
等
も
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
自
国
民
の

〝
奪
還
〞
に
動
き
、
北
方
領
土
問
題
で

日
本
を
袖
に
し
続
け
る
ウ
ラ
ジ
ミ
ー

ル
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
ロ
シ
ア
に
至

っ
て
は
、「
日
本
の
対
応
は
場
当
た
り

的
で
カ
オ
ス
だ
」
と
外
務
省
報
道
官
が

〝
喝か
っ
ぱ破
〞。「
先
手
先
手
」
の
日
本
の
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
、
他
国
は
「
後
手
後

手
」
と
捉
え
て
い
た
の
で
す
。

　

菅
長
官
は
内
心
、
忸じ
く
じ怩
た
る
思
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
斯か

く
も
的
外
れ
な
３

項
目
を
記
し
た
メ
モ
を
何
故
、
内
閣
官

房
の
事
務
方
は
手
渡
し
た
の
だ
と
。
そ

れ
は
偏ひ
と
えに
、
厚
労
行
政
を
牛
耳
る
「
医

系
技
官
」
が
、
臨
床
医
学
や
基
礎
医
学

の
〝
脱
落
者
〞
に
も
拘
ら
ず
、
否い
な

、
で

あ
れ
ば
こ
そ
屈ル

サ

ン

チ

マ

ン

折
し
た
怨
恨
の
心
メ
ン
タ
リ
テ
ィ智

で
〝
机
上
の
空
論
〞
を
振ふ

り
翳か
ざ

す
蓋が
い

然ぜ
ん

性せ
い

が
高
い
か
ら
な
の
で
す
。

　

２
０
１
７
年
７
月
に
事
務
次
官
級
ポ

ス
ト
と
し
て
新
設
さ
れ
た
初
代
医
務
技

監
の
鈴
木
康
弘
氏
は
慶
應
義
塾
大
学
。

大
臣
官
房
総
括
審
議
官
（
国
際
担
当
）

の
佐
原
康
之
氏
は
金
沢
大
学
。
危
機
管

理
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

国
際
調
整
、
が
ん
対
策
、
国
立
高
度
専

門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
担
当
と
幹
部
名

簿
に
明
記
さ
れ
て
い
る
筆
頭
審
議
官
の

大
坪
寛
子
氏
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
。

何
れ
も
医
学
部
卒
業
で
す
。

「
＃
コ
ネ
ク
ト
大
坪
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

話
題
沸
騰
の
彼
女
は
２
０
０
８
年
、
厚

労
省
へ
入
省
後
に
医
薬
食
品
局
血
液
対

策
課
で
勤
務
す
る
前
は
、
国
立
感
染
症

研
究
所
血
液
・
安
全
性
研
究
部
の
研
究

員
で
し
た
。
そ
の
彼
女
の
古
巣
の
予
算

は
10
年
間
で
20
億
円
削
減
。
新
規
採
用

も
滞
り
、
退
職
者
分
は
不
補
充
状
態
。

昨
年
４
月
に
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

予
算
は
私
の
一
存
次
第
」
の
高こ
う

言げ
ん

も
宜む
べ

な
る
哉か
な

。
和
泉
洋
人
首
相
補
佐
官
が
室

長
を
兼
務
す
る
内
閣
官
房
・
医
療
戦
略

室
次
長
で
も
あ
る
彼
女
は
当
初
、
新
型

肺
炎
の
ス
ポ
ー
ク
ス
パ
ー
ソ
ン
を
欣き
ん
き喜

雀じ
ゃ
く
や
く
躍
と
し
て
務
め
ま
し
た
。

　

が
、
好
事
魔
多
し
。
カ
ジ
ノ
船
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
に
３

７
１
１
人
も
の
乗
客
・
乗
員
を
〝
幽

閉
〞
し
続
け
る
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
シ

ャ
ー
レ
で
〝
培
養
〞
す
る
が
如
し
、
と

懸
念
し
た
微
生
物
感
染
症
学
の
岩
田
健

太
郎
神
戸
大
学
教
授
が
乗
船
。
果は

た
せ

る
哉か
な

、「
全
体
最
適
」
の
大
本
営
発
表

ど
こ
ろ
か
現
場
の
「
部
分
最
適
」
す
ら

出
来
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
全
世

界
に
発
信
。
す
る
と
、
不
眠
不
休
の
奮

闘
を
デ
ィ
ス
る
の
か
と
島
国
ニ
ッ
ポ
ン

の
嘗か
つ

て
の
同
僚
か
ら
も
同
調
圧
力
。

　

呵か

々か

。
不
甲
斐
な
き
記
者
ク
ラ
ブ
が

官
製
発
表
を
コ
ピ
ペ
す
る
風
土
に
於
い

て
は
、
彼
が
「
ミ
ク
ロ
の
決
死
隊
」
で

乗
り
込
ま
ね
ば
船
内
は
可
視
化
さ
れ
ぬ

儘ま
ま

だ
っ
た
の
で
す
。
放
射
能
と
同
じ
く

無
色
・
透
明
・
無
臭
で
人
間
の
五
官
が

察
知
し
得
な
い
厄
介
な
存
在
の
病
原
体

＝
ウ
イ
ル
ス
。「
３
・
11
」
に
続
い
て

「
不
思
議
の
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
が
炙
り
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

の
専
門
家
会
議
開
催
を
決
定
。
因
み
に

Ｃコ
ー
ヴ
ィＯ
Ｖッ
ド
・
ナ
イ
ン
テ
ィ

Ｉ
Ｄ
│
19
国
内
感
染
者
の
初

確
認
は
１
月
15
日
。

　

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
は
会
議
後
、

「
拡
大
」
は
敢
え
て
用
い
ず
「
国
内
発

ー
ン

フ　

ク　

イ　

チ　

医系技官という宿痾

★
次
号
4
月
号
の
発
行
日
は
3
月
27
日
で
す
。


